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四 新型コロナウイルス感染症に関する緊急対策につ

いて

これまで第４弾にわたる、道の緊急対策、この対策規

模は、１兆２，８００億円ということでありますけれども、予

算総額としては５，０８８億円、その５，０８８億円の財源で

すけれども、国庫支出金が２，２７３億円、中小企業総合

振興資金貸付金に関する諸収入が２，７８３億円、この２

つの合計で５，０５６億円ですから、予算総額５，０８８億

円をこの２つで既に９９．３％になるということであります。

つまりこれは、道の一般財源の活用は極めて少ないとい

うことになります。

（一）知事の現状認識について （知事）

６月以降自粛の段階的緩和によって、残念ながら直近 感染状況などについてでありますが、６月以降、道内

においては、新型コロナウイルス感染者が再び増加傾向 では、１７６名の新型コロナウイルス感染症の新規感染

にあります。まず、道内の感染状況や社会経済への影 者が確認をされておりますが、その大半は、いわゆる

響、これらについて、知事の現状認識を伺います。 「昼のカラオケ」における集団感染に関連する方であり、

現在、集団感染が発生した施設を所管しております札

幌市及び小樽市において、詳細な調査が行われている

ところでございます。

また、感染症の影響が長期化する中、中小・小規模

企業の皆様をはじめとする道内の事業者の方々を取り

巻く経営環境や就労環境は、大変厳しい状況にあるも

のと認識をしております。

この感染症については、今後も長期にわたる対応が

予想され、道としては、現在の第２波を抑え込みながら、

第３波以降に備えた感染症対策の一層の強化を図ると

ともに、社会経済活動の段階的な拡大を図っていくこと

が重要と考えております。


